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 Paying attention to the availability of time domain reflectometry (TDR) in extracting partially the 
reflected voltage waveforms at remarkable portions of a transmission line in time domain, we 
showed a method for the frequency characteristic analysis at a discontinuous point of a 
transmission line from TDR measurement. We applied this method to the derivation of the 
radiation impedance of a monopole antenna with respect to various reflection times, and confirmed 
its validity via comparing the results in the steady state with that measured with a network 
analyzer. 
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１．はじめに 

半導体技術の進歩により半導体部品の高速化，

省電力化等が進み，電子情報機器は，その機能を

飛躍的に向上させた．また価格の低下，高集積に

伴う小型化と合わせ，携帯端末・パソコン・家電

製品等々，様々な分野に広く普及し，現代の日常

生活に必要不可欠なものとなっている． 
しかし，高速化，高集積化，低消費電力化の進

んだ半導体の LC，LCI を使用することにより，

機器のノイズに対する耐性（ イミュニティ）は劣

化する傾向にある．これにより，医療機器，航空

機の計器，自動車などの誤動作の報告もあげられ

ており，ノイズの与える影響は無視できない状況

となっている． 
このような誤動作を防止する対策として，機器

から放射される電磁雑音の抑圧する方法と機器の

イミュニティを向上する方法がある． 
ここで，機器から放射される電磁雑音とは，つ

まり高集積回路から放射される雑音のことであり，

この種の雑音発生は，プリント基板上の配線状況

やケーブルの不整合終端等に起因して生ずる場合

が多い 1),2)．これらの不整合で生ずる反射や放射

は，対象信号の高速化で今日では GHz 帯にも及

ぶため，信号の測定には広帯域機器が必要となる．

時 間 領 域 反 射 測 定 法 (TDR: Time Domain 
Reflectometry)は，配線や伝送線路の不整合箇所

を抽出して解析することができるため，線路の不

整合や放射位置の特定，線路特性の解明には極め

て有効である 3)- 8)．  

本稿では，TDR の特徴に着目し，応答波形を任

意に切り出して解析することで所望の不整合箇所

での負荷インピーダンスを求める手法を提案する．

また，この適用例として，伝送線路給電の有限長

モノポールアンテナを不整合問題として取り上げ，

この場合の TDR 波形からモノポールアンテナの

放射インピーダンスを実験により求めた． 
 
２．実験および解析方法 
図１に TDR 測定配置を示す．アルミ板(20cm×

10cm) の中心に SMA コネクタを取付け，長さ ＊ 金属研究室研究グループ 
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